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EU拡大と国際通貨ユーロの地位
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８）ECB, Working Papers, No.６６５, Aug.２００６.
図２ 途上国における外貨準備の比率
EU拡大と国際通貨ユーロの地位 ８９
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（出所）ECB,２００６, Aug.２００６, p.４７，各国の中央銀行の HPによるデータ，日本の財務省の
貿易統計より作成。





































































































































































































































































































































（出所）BIS, Triennial Central Bank Survey２００１, Table. E.１, pp.５０－５１, Triennial Central Bank
Survey２００４, pp.４８－４９, Table. E.１.


















































発行地 通貨 発行者 購入者 定義
ロンドン ユーロ チェコの企業 国際債（狭義）
ロンドン チェコ・コルナ チェコの企業 チェコ人以外 国際債（広義）
ロンドン ユーロ ドイツ企業 ドイツ人 ×
ロンドン ユーロ ドイツ企業 フランス人 国際債（広義）
ロンドン ユーロ ドイツ企業 アメリカ人 国際債（広義）
表３ 国際債の定義





















発行残高 ユーロ 米ドル 日本円
母国通貨建て債を除く狭義の国債債 ７，８５７ ３１．４ ４４．１ ５．３
母国通貨建て債を含む広義の国債債 １８，４３５ ４７．０ ３６．３ ２．７


































































































































































































































































































































































































































































































































































９８ 松山大学論集 第１９巻 第３号
２００１年 ２００４年
比率の変化















































































































































































































































































































































































































（出所）BOE, Quarterly Bulletin, various issues.

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１３）Norges Bank, Economic Bulletin２/０６, p.８６.
１４）奥田宏司，２１５ページ。























































































































































































































































































（出所）Czech National Bank, HP, Statistics, Financial markets, Foreign Exchange Market
information.
（注）CZKはチェコ・コルナ。

































































































































































































































































































































































































































































































１１２ 松山大学論集 第１９巻 第３号
１９９９年 ２００２年 ２００４年 ２００５年 ２００６年
購買 合計 １００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％
スイス・フラン ０．４％ ０．４％ ０．３％ ０．２％ ０．１％
デンマーク・クローネ ０．５％ ０．８％ ０．６％ ０．７％ ０．８％
ユーロ ０．０％ ３９．９％ ６４．６％ ６５．６％ ７０．４％
ポンド １．０％ ２．０％ １．７％ ３．４％ ３．４％
ラトビア・ラット ０．１％ ０．２％ ０．４％ ０．３％ ０．３％
リトアニア・リータス ０．９％ １０．１％ １．５％ １．５％ ２．１％
ノルウェイ・クローネ ２．２％ ２．１％ ３．０％ ３．２％ ３．７％
ロシア・ルーブル ０．８％ ２．３％ ３．０％ ２．５％ ３．０％
スウェーデン・クローネ ５．４％ ５．２％ ５．６％ ５．５％ ３．８％
ドル ２８．０％ ３２．７％ １８．４％ １６．７％ １１．４％
ベルギ ・ーフラン ０．１％ ０．１％ ― ― ―
ドイツ・マルク １２．９％ １．４％ ― ― ―
フィンランド・マルッカ ４５．７％ １．９％ ― ― ―
フランス・フラン ０．３％ ０．０％ ― ― ―
イタリア・リラ ０．３％ ０．１％ ― ― ―
オランダ・ギルダー ０．６％ ０．０％ ― ― ―
その他 ０．６％ ０．７％ ０．９％ ０．６％ １．０％
売却 合計 １００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％
スイス・フラン ０．２％ ０．３％ ０．３％ ０．２％ ０．０％
デンマーク・クローネ ０．３％ ０．２％ ０．２％ ０．２％ ０．１％
ユーロ ０．０％ ４３．４％ ５２．１％ ６０．９％ ８６．０％
ポンド ０．６％ １．０％ １．３％ １．６％ ０．７％
ラトビア・ラット ０．２％ ０．７％ ０．９％ １．０％ ０．５％
リトアニア・リータス ０．７％ ２．１％ ２．４％ ２．４％ １．２％
ノルウェイ・クローネ ０．９％ ０．６％ ０．５％ ０．４％ ０．１％
ロシア・ルーブル ０．９％ ３．２％ ５．５％ ５．７％ １．８％
スウェーデン・クローネ ２．４％ ４．２％ １．５％ ２．５％ ０．８％
ドル ６４．３％ ３９．６％ ３４．４％ ２４．０％ ８．３％
ベルギ ・ーフラン ０．１％ ０．０％ ― ― ―
ドイツ・マルク １４．０％ ２．７％ ― ― ―
フィンランド・マルッカ １２．７％ １．１％ ― ― ―
フランス・フラン ０．４％ ０．０％ ― ― ―
イタリア・リラ ０．５％ ０．０％ ― ― ―
オランダ・ギルダー １．０％ ０．１％ ― ― ―
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